
定例会議 ～2024年10月分～

標準予防策

冬季感染症・その他の感染症

1

■感染対策の基本

１．手洗い、マスク、清掃。

２．常に健康でいること（睡眠、食事など）

■標準予防策＝マニュアルです

■病気の早期発見

１．普段の状態を知る。そして『バイタルサイン』

または、『何となくだけど普段と違うのサイン』

を逃さない。・・・見る、調べる、感じる。



【今回の流れ】

➀アナウンス：

・インフルエンザ接種費用を4000円補助

→12月末までに領収書を事務所へ

・資格手当（その他枠について）

・10月に注意してほしい感染症（現在流行中）

②標準予防策について

③感染症について

④会議の感想等を記載し送信。
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ヘルパー定例会議10月分。

感想：＊ 3行程度 コメント下さい ＊



【資格手当 その他枠について（最大20点）】

・各10点：
ケアマネ又は相談支援専門員の任用資格、

看護師、社会福祉士、

鍼灸師、整体師、言語聴覚士、作業療法士

・各5点：
サビ管の任用資格（相談支援2日課程、サビ管資格）
救命講習（ 5年以内かつ救命入門コース（90分）以上

・その他、事業所が認める資格
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・以下は、追加対象資格 ＆ 皆様が持っているだろうの分です。

★早めに提出して下さい。未提出なら給与反映できない。

※救命講習（ 5年以内かつ救命入門コース（90分） 以上 ）

資格者のほとんどの人から、コピーを頂けていません。

※同行援護（応用） 5点
※福祉理美容士 10点
※あい・さかい・サポーター養成研修（基礎） ５点

※あい・さかい・サポーター養成研修（リーダー） ５点

※福祉副主事 5点
※医師 10点
※特別支援学校教諭 10点

★その他、事務所が認める資格
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定例会議 ～2024年10月分～

標準予防策
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【標準予防策】
（★体調、季節に関わらず、常に行う予防）
（★これはマニュアルです）

 とにかく手洗いまたは手指消毒。
訪問直前に行う。

訪問中も適時行う。

食事介助の前後、排泄介助の前後、

外出後に利用者宅に戻ったときなど。

マスク着用

体調が悪いときは無理せず休む

 よく食べて よく寝る。
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【手洗い、手指消毒について】

多くの感染症は、接触から感染

咳、くしゃみ、会話によるしぶきで、

相手の衣服や、机、棚などにウイルスが付着

それを手で触り、その手でドアノブなどに運ぶ。

加えて、人は1分間で2～3回、顔を触ってしまう
→目や口や鼻の粘膜からウイルスが侵入。

基本は「1ケア１手洗い」と「ケア前後の手洗い」
消毒は通常はエタノール系。

目に見える汚れは、

液体石鹸と流水による手洗いを行う。
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【液体石鹸と流水による手洗い の仕方】



【こういう場合は、
『液体石鹸と流水による手洗い』 】

目に見える汚れがついている場合。

食事介助の前。

排泄介助などの後。おむつ交換は、排せつ
物に直接触れなくてもかならず使い捨て手
袋を着用して行いますが、手袋を外した際
には原則、液体せっけんと流水による手洗
いを行う。

医療処置。医療的ケア処置前など
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【その他の標準予防策】
体液は感染の危険性があるものとして扱う（汗は除く）

水拭き清掃では、多くの人の手が触れるドアノブ、手すり
、ボタン、スイッチ等は基本消毒。壁などは水拭きでOK。

流行している感染症によっては、それに応じた清掃や消毒
を行う。→ノロなら0.02%の次亜塩素酸ナトリウム液

清掃は部屋の奥から入り口方向へ。

清掃の拭き取りは一方向でおこなう。

消毒液等を噴射する時は拭きとる物（雑巾など）に噴射し
て使う。（その方が除去効果が高い）

嘔吐、排せつ物は、「外側」から「内側」で拭きとる。

目に見える汚染は速やかに確実に拭き取る。
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【日常の健康状態の観察 （普段との違いがヒント）】

感染症に対する抵抗力の弱い方が多い。

→ 早期の対応が大切 → 早期発見が重要。

早期発見の為には普段の様子を知っておくと良い。

普段との違い（言語化しにくい何かも）が発見に繋がる。

違いは、バイタルサインだけでなく、五感や感情もセンサ
ーとして活用して、全身（心も）を使って察知する。

異常を発見したら、緊急時のフローチャートに沿って対応

・医師、担当訪問看護師

・家族、後見人、ケアマネ、相談員

・担当サ責などなど

現場によって変わります。
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感染症、体調不良を疑うべき症状 とは・・？
★多くの種類のサインがある
★何となく、変 ・・・。が大事

・意識レベルの低下

・頻脈

・呼吸数の増加

・発熱

・発汗

・嘔吐（吐き気）

・下痢

・腹痛

・いつもと比べて活気がない

・咳、痰の増加、喉の痛み等 ・鼻水

・皮膚の変化（発疹、発赤、腫張、熱感）
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・寝汗

・食欲不振

・体重減少

・頭痛

・顔色、唇の色

・全体の様子



【現場でよく見る 感染症について】

★現場の感染症はコロナ、インフルだけじゃない。

★結局、手洗い、マスク、清掃、健康管理で予防が大事。

１．新型コロナウイルス ２．インフルエンザ

３．感染性胃腸炎 ４．結核

５．腸管出血性大腸菌 ６．レジオネラ症

７．疥癬（かいせん） ８．誤嚥性肺炎

９．ウイルス性肝炎 10．薬剤耐性菌感染症
11．帯状疱疹 12．アタマジラミ
13．偽膜性大腸炎 14．蜂窩織炎（ほうかしきえん）
15．尿路感染症
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【補足資料】

過去に、
掲載した
バイタルサイン
等
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